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図1　NR導入に関する流れ
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公共施設へのネーミングライツ導入の
メリット・デメリットと今後のあり方

～三重 県内の事 例を中心に～

　

日
本
で
は
、
２
０
０
３
年
に
東
京
ス
タ

ジ
ア
ム
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
命
名

権
:
以
下
、
Ｎ
Ｒ
）
を
（
株
）
味
の
素
が

取
得
し
て
以
降
、
全
国
の
自
治
体
の
公
共

施
設
に
Ｎ
Ｒ
が
導
入
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
の
背
景
に
は
、
財
政
難
の
自
治
体
が
初

期
投
資
な
し
に
自
主
財
源
を
確
保
す
る
仕

組
み
と
し
て
、
認
知
度
が
上
昇
し
て
き
た

こ
と
が
あ
る
。

　

Ｎ
Ｒ
と
は
、
施
設
等
の
名
称
に
民
間
企

業
等
の
名
称
や
商
品
名
な
ど
を
付
与
す
る

対
価
と
し
て
、
施
設
等
の
所
有
者
に
ス
ポ

ン
サ
ー
料
が
支
払
わ
れ
る
仕
組
み
で
あ

り
、
１
９
７
０
年
代
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

で
開
発
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
る

（
中
村
２
０
０
８
）。

　

Ｎ
Ｒ
に
関
し
て
は
、
国
に
よ
る
調
査
や

統
計
等
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
全
国
の
導
入
状
況
を
正
確
に
把
握
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
筆
者
が
２
０
１
８

年
11
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る
と
、
全
国
の
１
７
３
自
治
体

６
１
１
施
設
に
導
入
さ
れ
て
い
る
（
畠
山

２
０
２
０
）。
こ
の
調
査
で
は
未
回
答
自

治
体
も
あ
り
、
ま
た
そ
の
後
も
導
入
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
多
く
の

自
治
体
の
公
共
施
設
に
Ｎ
Ｒ
が
導
入
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
公
共
施
設
へ
の
Ｎ
Ｒ
導
入

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
論
じ
つ
つ
、

三
重
県
内
の
導
入
状
況
を
踏
ま
え
て
今
後

の
Ｎ
Ｒ
導
入
の
あ
り
方
を
述
べ
た
い
。

　

公
共
施
設
へ
の
Ｎ
Ｒ
導
入
に
関
し
て

は
、
Ｎ
Ｒ
そ
の
も
の
に
関
す
る
法
制
度

が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
導

入
を
規
制
す
る
手
段
は
な
い
（
畠
山

２
０
１
７
）。
Ｎ
Ｒ
導
入
当
初
は
、
地
方

自
治
法
第
２
３
８
条
の
４
第
１
項
に
お
け

る
行
政
財
産
で
あ
る
公
の
施
設
の
名
称
に

企
業
名
等
を
設
定
す
る
こ
と
が
﹁
私
権
の

設
定
﹂
に
あ
た
る
か
ど
う
か
が
論
点
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
２
０
０
４
年
に
名
古

屋
市
が
Ｎ
Ｒ
導
入
に
あ
た
っ
て
総
務
省
へ

質
問
し
た
際
の
回
答
が
、﹁
私
権
の
設
定

に
あ
た
ら
な
い
﹂
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
以
降
多
く
の
公
共
施
設
に
Ｎ
Ｒ
が
導

入
さ
れ
た
。

　

な
お
、
公
共
施
設
へ
の
Ｎ
Ｒ
導
入
に

関
わ
る
法
的
論
点
に
つ
い
て
は
、
小
林

（
２
０
２
３
）
が
詳
し
い
。
こ
こ
で
は
、

公
共
施
設
へ
の
Ｎ
Ｒ
導
入
に
関
し
て
法
制

度
が
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
導
入

に
関
わ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
内
容
を
、

各
自
治
体
の
条
例
に
取
り
組
ん
で
い
く
姿

勢
が
望
ま
れ
る
と
し
て
い
る
。
筆
者
も
、

後
述
す
る
よ
う
な
理
由
で
同
様
の
考
え
を

持
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
Ｎ
Ｒ
導
入
に
関
わ
る
手
続
き
に

つ
い
て
説
明
す
る
。
図
１
に
、
公
共
施
設

へ
Ｎ
Ｒ
を
導
入
す
る
際
の
基
本
的
手
続
き

を
示
し
た
。

　

ま
ず
、
各
自
治
体
（
施
設
担
当
課
）
で

は
、
Ｎ
Ｒ
導
入
可
能
な
施
設
を
検
討
し
、

導
入
が
決
定
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
提
案
型

と
し
て
、
企
業
等
か
ら
の
提
案
に
よ
り
施

設
が
決
定
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
京
都

市
の
よ
う
に
、
議
会
基
本
条
例
で
Ｎ
Ｒ
導

入
の
是
非
に
つ
い
て
市
議
会
で
の
議
決

を
必
要
と
す
る
自
治
体
も
あ
る
（
畠
山

２
０
１
７
）。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
各
自
治
体
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
等
に
沿
っ
て
募
集
要
項
が
作
成
さ

れ
る
。
こ
こ
で
は
、
権
利
内
容
（
命
名
権

以
外
の
付
帯
権
利
等
）、
愛
称
条
件
（
地

名
を
入
れ
る
な
ど
）、
費
用
負
担
（
看
板

設
置
の
費
用
な
ど
）、
応
募
資
格
（
適
格

要
件
、
自
治
体
内
に
事
業
所
が
あ
る
な

ど
）、
契
約
金
・
年
数
の
目
安
な
ど
が
示

さ
れ
る
。
な
お
、
契
約
金
の
目
安
に
つ
い

て
は
、
一
般
的
な
既
存
施
設
の
場
合
、
施

設
の
性
格
や
集
客
規
模
等
を
踏
ま
え
つ

つ
、
他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
し
た
相

場
か
ら
示
さ
れ
る
が
、
施
設
の
新
設
や
改

築
の
費
用
と
し
て
Ｎ
Ｒ
ス
ポ
ン
サ
ー
料
が

見
込
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
新
設
・
改

築
費
用
を
踏
ま
え
て
設
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス

１　
は
じ
め
に

１　
は
じ
め
に

２２　
公
共
施
設
へ
の
Ｎ
Ｒ
に
関
わ
る

　
公
共
施
設
へ
の
Ｎ
Ｒ
に
関
わ
る

　
　
法
的
根
拠
と
導
入
手
続

　
　
法
的
根
拠
と
導
入
手
続
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も
あ
る
（
畠
山
２
０
１
７
）。

　

こ
の
要
項
を
踏
ま
え
、
ス
ポ
ン
サ
ー

の
募
集
が
行
わ
れ
る
。
な
お
、
畠
山

（
２
０
２
０
）
に
よ
る
と
、
公
募
の
形
態

を
と
っ
た
施
設
は
95
％
で
あ
り
、
非
公
募

に
よ
り
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集
し
た
ケ
ー
ス

も
わ
ず
か
な
が
ら
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
公

募
に
お
い
て
も
条
件
を
付
け
る
例
も
あ

り
、
三
重
県
で
は
、﹁
三
重
県
民
の
森
及

び
三
重
県
上
野
森
林
公
園
﹂
の
Ｎ
Ｒ
導
入

に
際
し
て
、
指
定
管
理
者
に
優
先
交
渉
権

が
あ
る
旨
が
示
さ
れ
て
い
た
注
１
。

　

ス
ポ
ン
サ
ー
の
応
募
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
自
治
体
内
に
設
置
さ
れ
る
選
定
委
員

会
に
て
審
査
さ
れ
る
が
、
応
募
が
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
再
公
募
が
行
わ
れ
る
。
な

お
、
畠
山
（
２
０
１
９
）
に
よ
る
と
、
ス

ポ
ン
サ
ー
を
募
集
後
に
応
募
が
な
か
っ
た

事
例
が
13
％
あ
り
、
特
に
小
規
模
自
治
体

で
多
か
っ
た
。

　

選
定
委
員
会
で
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
や
施

設
愛
称
が
決
定
さ
れ
る
。
多
く
の
場
合
、

選
定
委
員
会
は
Ｎ
Ｒ
を
導
入
す
る
前
提
で

開
催
さ
れ
て
お
り
、
導
入
の
是
非
を
問
う

も
の
で
は
な
い
。
な
お
三
重
県
で
は
、
選

定
委
員
会
（
庁
内
選
定
委
員
会
委
員
に
よ

る
審
査
）
の
前
に
、
事
前
審
査
会
と
し
て

弁
護
士
等
の
外
部
有
識
者
に
よ
る
審
査
を

経
て
い
る
注
２
。
こ
の
二
段
階
の
審
査
は
、

全
国
的
に
は
珍
し
い
方
法
で
あ
る
。

　

ス
ポ
ン
サ
ー
が
選
定
さ
れ
た
後
は
、
契

約
に
向
け
て
契
約
内
容
の
細
部
調
整
を
す

る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
後
、
自
治
体
と
ス

ポ
ン
サ
ー
に
よ
る
契
約
締
結
と
な
る
。
契

約
後
は
、
契
約
開
始
日
ま
で
に
看
板
（
施

設
・
道
路
等
）
の
付
け
替
え
や
マ
ス
コ
ミ

へ
の
周
知
、
自
治
体
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・

広
報
等
で
の
周
知
を
す
る
。
そ
の
後
、
契

約
期
間
中
は
、
愛
称
が
使
用
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。

　

契
約
期
間
が
終
了
間
際
に
な
る
と
、
契

約
更
新
に
向
け
た
手
続
き
を
す
る
。
多
く

の
場
合
、
当
該
契
約
を
し
て
い
る
ス
ポ
ン

サ
ー
に
更
新
の
打
診
を
し
、
了
承
を
得
ら

れ
れ
ば
、
契
約
内
容
の
確
認
を
し
た
上

で
、
契
約
更
新
が
な
さ
れ
る
が
、
ス
ポ
ン

サ
ー
が
契
約
更
新
を
断
念
し
た
場
合
に

は
、
新
た
な
ス
ポ
ン
サ
ー
を
探
す
必
要
が

生
じ
る
。
な
お
、
畠
山
（
２
０
１
９
）
に

よ
る
と
、
短
期
間
で
施
設
名
が
変
更
さ
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
課
題
と
し
た
自
治
体

が
８
事
例
あ
り
、
ま
た
ス
ポ
ン
サ
ー
の
撤

退
等
に
よ
り
Ｎ
Ｒ
を
中
止
に
し
た
施
設
は

10
事
例
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

Ｎ
Ｒ
ス
ポ
ン
サ
ー
の
変
更
も
し
く
は
、
Ｎ

Ｒ
の
中
止
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
看
板
の

付
け
替
え
が
必
要
に
な
る
。

　

な
お
、
公
共
施
設
へ
の
Ｎ
Ｒ
の
導
入
手

続
き
に
つ
い
て
は
、
市
川
（
２
０
２
３
）

が
詳
し
い
。

　

公
共
施
設
へ
の
Ｎ
Ｒ
導
入
の
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
、
自
治
体
側
は
自
治
体
の
自
主

財
源
の
確
保
や
施
設
運
営
の
安
定
化
、
ス

ポ
ン
サ
ー
と
の
共
同
事
業
の
実
施
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
近
年
自
治
体
財
政

は
困
窮
を
極
め
て
お
り
、
元
々
あ
る
公
共

施
設
と
い
う
地
域
資
源
へ
の
新
た
な
投
資

な
く
収
入
を
得
ら
れ
る
Ｎ
Ｒ
は
、
自
治
体

に
と
っ
て
魅
力
的
な
施
策
で
あ
る
。
他

方
、
後
述
す
る
よ
う
な
ス
ポ
ン
サ
ー
の
都

合
に
よ
り
、
恒
常
的
か
つ
半
永
久
的
な
収

入
確
保
策
で
な
い
こ
と
に
は
留
意
が
必
要

で
あ
る
。

　

ス
ポ
ン
サ
ー
側
に
と
っ
て
は
、
企
業
等

に
よ
る
広
告
媒
体
と
し
て
の
価
値
の
ほ

か
、
地
域
・
社
会
貢
献
性
を
示
す
企
業
イ

メ
ー
ジ
の
向
上
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特

に
、
ス
ポ
ン
サ
ー
側
は
、
広
告
媒
体
と
し

て
の
Ｎ
Ｒ
よ
り
も
、
地
域
貢
献
を
目
的
と

し
た
応
募
の
多
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
畠
山
２
０
１
４
）。

　

一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
自
治

体
側
は
地
域
住
民
や
施
設
利
用
者
の
反

発
、
契
約
期
間
中
の
ス
ポ
ン
サ
ー
の
経
営

破
綻
や
不
祥
事
等
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ

ン
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
地
域
住
民
や
施

設
利
用
者
の
反
発
に
つ
い
て
は
、
文
化
施

設
や
社
会
教
育
施
設
を
中
心
に
、
施
設
名

称
の
変
更
な
ど
に
対
し
て
反
対
運
動
な

ど
を
す
る
事
例
が
散
見
さ
れ
る
（
畠
山

２
０
２
３
）。
し
か
し
現
状
は
、
住
民
側

に
公
共
施
設
へ
の
Ｎ
Ｒ
導
入
を
止
め
る
手

段
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た

手
続
き
に
お
け
る
選
定
委
員
会
が
Ｎ
Ｒ
を

導
入
す
る
前
提
の
も
の
で
あ
り
、
行
政
内

で
の
独
断
に
よ
る
選
定
で
あ
る
こ
と
が
背

景
に
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
京
都
市

で
は
Ｎ
Ｒ
導
入
の
是
非
を
、
京
都
市
会
基

本
条
例
に
お
け
る
議
決
事
件
と
し
た
（
畠

山
２
０
１
７
）。
こ
の
よ
う
な
Ｎ
Ｒ
導
入

に
関
わ
る
合
意
形
成
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
の

不
祥
事
等
に
よ
る
撤
退
等
の
リ
ス
ク
を
検

討
・
共
有
す
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。

　

ス
ポ
ン
サ
ー
側
に
と
っ
て
は
、
施
設
名

称
が
定
着
し
な
か
っ
た
場
合
の
広
告
価
値

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。小
規
模
な
施
設（
特

に
、
地
元
住
民
に
利
用
が
限
ら
れ
る
施

設
）
に
つ
い
て
は
、
施
設
名
称
の
露
出
が

少
な
い
。
ま
た
、
既
存
施
設
に
Ｎ
Ｒ
を
導

入
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ま
で
定
着
し
て

い
た
名
称
が
住
民
に
使
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。
こ
の
た
め
、
自
治
体
と
し
て
も

混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
正
式
名
称
と
愛

称
を
併
記
す
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
等

が
本
拠
地
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
は
、

チ
ー
ム
の
成
績
が
、
マ
ス
コ
ミ
等
で
の
施

設
名
の
露
出
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

そ
の
一
方
で
、
施
設
名
称
の
露
出
が
最
も

増
え
る
と
考
え
ら
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
各
ス
ポ
ー
ツ
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
な
ど
の
国
際
大
会
で
は
、
ク

リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
規
定
に
則
っ
て
、
当

該
大
会
の
ス
ポ
ン
サ
ー
以
外
の
企
業
等
に

よ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
使
用
は
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
も
多
い
。

　

こ
の
た
め
、
Ｎ
Ｒ
の
広
告
効
果
よ
り

も
、
地
域
貢
献
を
目
的
と
し
て
い
る
ス
ポ

ン
サ
ー
で
あ
れ
ば
よ
い
が
、
そ
う
で
な
い

場
合
に
は
Ｎ
Ｒ
効
果
が
見
込
め
な
い
と
し

て
撤
退
を
検
討
す
る
ケ
ー
ス
が
出
る
可
能

性
も
あ
る
。

　

本
章
で
は
、
三
重
県
内
の
Ｎ
Ｒ
導
入
状

況
に
つ
い
て
、
全
国
と
比
較
し
な
が
ら
そ

の
特
徴
を
論
じ
る
。
な
お
、
三
重
県
内
の

導
入
状
況
は
、
２
０
２
３
年
12
月
時
点
で

県
内
の
自
治
体
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
お
よ
び
新

聞
検
索
（
Ｇ

－

Ｓ
ｅ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
）
で
得
ら

れ
た
情
報
を
基
に
し
て
い
る
。
全
国
の
状

況
は
、
畠
山
（
２
０
１
９
）
お
よ
び
畠
山

（
２
０
２
０
）
を
基
に
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
自
治
体
別
の
導
入
状
況
に
つ
い

て
、
図
２
は
三
重
県
内
の
市
町
別
の
Ｎ
Ｒ

導
入
施
設
数
を
示
し
、
背
景
に
陰
影
起
伏

図
で
地
形
を
表
し
て
い
る
。
な
お
同
図
以

外
に
は
、
三
重
県
が
所
管
す
る
23
施
設
に

Ｎ
Ｒ
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
県
内

最
多
導
入
数
で
あ
る
。
市
町
で
は
、
桑
名

市
が
13
施
設
と
最
多
で
あ
り
、
名
張
市

（
７
施
設
）、松
阪
市
（
５
施
設
）
と
続
く
。

３３　
公
共
施
設
へ
の
Ｎ
Ｒ
導
入
の

　
公
共
施
設
へ
の
Ｎ
Ｒ
導
入
の

　
　
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

　
　
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

４　
三
重
県
内
の
導
入
状
況

４　
三
重
県
内
の
導
入
状
況
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図
２
か
ら
も
、
平
野
部
の
都
市
で
多
く
導

入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

自
治
体
の
人
口
規
模
別
の
導
入
率
は
、

全
国
の
都
道
府
県
で
は
68
％
と
高
く
、
そ

の
中
に
三
重
県
も
含
ま
れ
て
い
る
。
全
国

の
市
町
村
で
は
20
万
~
70
万
人
未
満
の
自

治
体
の
導
入
率
が
42
％
と
高
い
が
、
三
重

県
内
（
四
日
市
市
と
津
市
）
で
は
０
％
で

あ
る
。
他
方
、
全
国
で
は
導
入
率
が
そ

れ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
５
万
~
20
万
人

（
22
％
）
や
１
万
~
５
万
人
未
満
（
６
％
）

の
自
治
体
に
つ
い
て
、
三
重
県
で
は
そ
れ

ぞ
れ
83
％
、
25
％
と
全
国
平
均
よ
り
も
導

入
率
が
高
か
っ
た
。
な
お
、
三
重
県
内
の

１
万
人
未
満
の
自
治
体
で
の
導
入
率
は

０
％
だ
っ
た
（
全
国
で
は
１
％
）。

　

次
に
、
Ｎ
Ｒ
導
入
施
設
の
種
類
に
つ
い

て
、
三
重
県
内
と
全
国
の
状
況
を
図
３
に

示
し
た
。
こ
の
図
を
見
る
と
、
三
重
県
内

で
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
38
％
と
最
も
多

く
、歩
道
橋
（
30
％
）、文
化
施
設
（
10
％
）

と
続
く
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
傾
向
は
、

全
国
の
状
況
と
類
似
し
て
い
る
が
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
や
社
会
教
育
施
設
が
三
重
県

内
で
や
や
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

図
４
で
は
、
Ｎ
Ｒ
ス
ポ
ン
サ
ー
の
本

社
・
法
人
本
部
の
所
在
地
に
つ
い
て
、
三

重
県
内
と
全
国
の
状
況
を
示
し
た
。
こ
の

図
を
見
る
と
、
三
重
県
内
で
は
自
治
体
内

（
県
の
場
合
は
県
域
内
）
に
本
社
・
法
人

本
部
を
置
く
企
業
・
団
体
が
ス
ポ
ン
サ
ー

と
な
る
ケ
ー
ス
が
69
％
と
最
も
多
い
こ
と

が
わ
か
る
。
一
方
、
三
重
県
外
の
企
業
・

団
体
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
る
ケ
ー
ス
も

21
％
見
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
企

業
・
団
体
も
、
工
場
や
事
業
所
を
三
重
県

内
に
置
く
当
該
自
治
体
に
ゆ
か
り
の
あ
る

場
合
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
三
重
県
内
の

傾
向
は
、
全
国
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

　

契
約
金
総
額
（
税
込
注
３
）
は
、
三
重

県
内
で
は
、
１
,０
１
８
万
円
で
あ
っ
た
。

な
お
、
三
重
県
内
で
は
三
重
県
が
管
轄
す

る
歩
道
橋
16
か
所
の
契
約
金
総
額
が
未
公

開
で
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
実
際
に
は
さ
ら
に
低
額
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

　

県
内
最
高
額
は
、５
,０
０
０
万
円
（
三

重
県
営
鈴
鹿
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
、
三
重

県
営
総
合
競
技
場
、
伊
勢
市
観
光
文
化
会

館
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
単
年
５
０
０
万

円
の
10
年
契
約
で
あ
る
。
最
低
額
は
、

60
万
円
（
桑
名
市
陽
だ
ま
り
の
丘
中
央
歩

道
橋
）
で
あ
る
。

　

全
国
平
均
で
は
、
３
,６
９
０
万
円
で
あ

り
、
地
方
圏
の
徳
島
県
で
も
、
１
,３
４
８

万
円
で
あ
る
た
め
、
三
重
県
内
の
Ｎ
Ｒ

契
約
金
総
額
が
い
か
に
低
い
か
が
わ
か

る
。
な
お
、
徳
島
県
内
で
は
、
徳
島
県
が

管
轄
す
る
鳴
門
総
合
運
動
公
園
が
、
総
額

１
億
１
千
万
円
（
税
込
２
,０
０
０
万
円

×
５
年
）
で
あ
っ
た
。
同
施
設
は
、
Ｊ
２

リ
ー
グ
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
の
本
拠
地
で

あ
る
陸
上
競
技
場
（
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス

タ
ジ
ア
ム
）
が
含
ま
れ
て
お
り
、
マ
ス

コ
ミ
等
に
よ
る
愛
称
の
露
出
が
多
く
な

る
こ
と
か
ら
、
高
い
契
約
金
額
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
で
は
、
ほ
と
ん
ど
５
,０
０
０

万
円
以
内
で
あ
り
、
三
重
県
内
と
大
き
く

変
わ
ら
な
い
。

　

三
重
県
内
で
は
、
プ
ロ
リ
ー
グ
の
上
位

デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
で
使
用
す
る
ス
タ
ジ
ア
ム

等
が
な
く
、
現
状
で
は
高
い
契
約
金
を
見

込
め
る
施
設
が
少
な
い
こ
と
が
契
約
金

総
額
平
均
が
低
い
こ
と
に
影
響
し
て
い

る
。
今
後
、
鈴
鹿
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
タ
ー
ズ

（
２
０
２
４
年
シ
ー
ズ
ン
か
ら
ア
ト
レ
チ

コ
鈴
鹿
ク
ラ
ブ
に
改
名
）
や
ヴ
ィ
ア
テ
ィ

ン
三
重
が
Ｊ
リ
ー
グ
に
昇
格
す
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
本
拠
地
の
一
つ
と
し
て
使
用
さ

れ
る
鈴
鹿
市
石
垣
池
公
園
陸
上
競
技
場
や

東
員
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園
陸
上
競
技
場
な
ど

は
露
出
度
が
上
が
り
、
高
い
契
約
金
と
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

ま
た
、
Ｂ
３
リ
ー
グ
の
ヴ
ィ
ア
テ
ィ
ン

三
重
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
さ
ら
に
上
位

デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
に
進
出
で
き
れ
ば
、
現
状

Ｎ
Ｒ
を
導
入
し
て
い
な
い
本
拠
地
の
一
つ

で
あ
る
四
日
市
市
総
合
体
育
館
で
も
高
額

の
Ｎ
Ｒ
契
約
を
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

公
共
施
設
へ
の
Ｎ
Ｒ
導
入
に
つ
い
て

は
、
前
述
し
た
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
活
か

し
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
克
服
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

　

４
章
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
三
重
県
内

の
公
共
施
設
へ
の
Ｎ
Ｒ
は
、
導
入
さ
れ
る

施
設
の
規
模
や
特
徴
が
背
景
と
な
り
、
高

い
契
約
金
に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
自

治
体
と
し
て
さ
ら
に
収
入
を
持
続
的
に
増

や
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に

ス
ポ
ン
サ
ー
が
Ｎ
Ｒ
契
約
を
す
る
メ
リ
ッ

ト
を
さ
ら
に
打
ち
出
す
必
要
が
あ
る
。

図2　 三重県内の市町別のNR導入施設数
（2023年 12月時点）

　　　注） これ以外に三重県が所管する
施設が23施設ある。

資料： 各自治体のウェブサイトおよび国
土地理院主題図陰影起伏図により
作成。

図3　 三重県内と全国のNR導入施設の種類
の比較

資料：各自治体のウェブサイトおよび畠山
（2020）により作成。

図4　 三重県内と全国のNRスポンサー
の本社・法人本部所在地の比較

資料：各自治体のウェブサイトおよび畠
山（2020）により作成。

５　
お
わ
り
に

５　
お
わ
り
に
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第
一
に
、
施
設
の
価
値
を
高
め
る
こ
と

で
あ
る
。
４
章
で
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

の
本
拠
地
と
し
て
の
露
出
度
向
上
の
可
能

性
を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
以
外
で
も
、
イ

ベ
ン
ト
増
加
に
よ
る
露
出
度
の
向
上
や
、

そ
れ
に
伴
う
施
設
の
利
用
者
数
の
増
加
な

ど
、
施
設
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
上
げ
る
取
組

み
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
み

は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
都
市
公
園
、
文
化

施
設
、
社
会
教
育
施
設
な
ど
で
は
有
効
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
施
設
の
管
理
・

運
営
を
行
う
指
定
管
理
者
と
の
連
携
も
必

要
で
あ
る
。
三
重
県
で
は
、
三
重
県
民
の

森
お
よ
び
三
重
県
上
野
森
林
公
園
の
Ｎ
Ｒ

募
集
要
項
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｒ
契
約
へ
の
指

定
管
理
者
の
優
先
交
渉
権
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
た
。
Ｎ
Ｒ
ス
ポ
ン
サ
ー
と
指
定
管
理

者
を
一
致
さ
せ
な
い
ま
で
も
、
両
者
と
行

政
の
三
者
の
連
携
に
よ
り
、
施
設
の
価
値

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
Ｎ
Ｒ
の
地
域
貢
献
性
を
よ
り

発
信
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
３
章
に
お

い
て
、
地
域
貢
献
を
目
的
と
し
た
Ｎ
Ｒ
の

応
募
の
多
さ
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
価
値

を
よ
り
高
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
一
般

的
に
は
、
Ｎ
Ｒ
契
約
金
が
自
治
体
に
入
る

こ
と
に
よ
る
自
治
体
財
政
へ
の
寄
与
が
地

域
貢
献
と
し
て
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
以
外
で
も
当
該
施
設
を
活
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
の
協
賛
や
連
携
事
業
な
ど
、
ス
ポ
ン

サ
ー
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
地
域
貢
献

を
契
約
に
含
め
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
Ｎ
Ｒ
の
価
値
自
体
を
高
め

る
こ
と
で
、
よ
り
高
額
か
つ
持
続
的
な
Ｎ

Ｒ
契
約
を
結
べ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。

　

こ
れ
ら
の
Ｎ
Ｒ
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す

た
め
に
は
、
自
治
体
側
の
広
報
が
重
要
で

あ
る
。
募
集
時
の
広
報
は
当
然
で
あ
る

が
、
契
約
後
も
愛
称
名
や
ス
ポ
ン
サ
ー
名

の
可
能
な
限
り
の
露
出
の
手
助
け
が
必
要

で
あ
る
。
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
三
重

県
内
の
自
治
体
の
公
共
施
設
へ
の
Ｎ
Ｒ
導

入
状
況
を
各
自
治
体
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
検
索
し
た
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｒ
に
関
わ
る

情
報
の
詳
細
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
や
、
非
常
に
わ
か
り
に
く
い
場
所
に
公

表
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
た
。
複
数

導
入
し
て
い
る
自
治
体
で
は
、
施
設
の
所

管
に
よ
り
サ
イ
ト
が
異
な
っ
て
お
り
、
Ｎ

Ｒ
の
情
報
発
信
が
体
系
化
さ
れ
て
い
な
い

自
治
体
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

を
体
系
化
し
、
自
治
体
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
Ｎ
Ｒ
に
関
わ
る
情
報
を
恒
常
的
に
わ
か

り
や
す
く
発
信
す
る
こ
と
が
、
Ｎ
Ｒ
の
価

値
上
昇
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
自
治
体
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
バ
ナ
ー
広
告
の
掲
出
を
契
約
内

容
に
含
め
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

　

一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
お
い
て
、
地
域

住
民
や
施
設
利
用
者
か
ら
の
反
発
を
指
摘

し
た
。
Ｎ
Ｒ
の
最
大
の
特
徴
は
、
こ
れ
ま

で
定
着
し
て
い
た
施
設
名
称
が
変
更
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
現
行
法
制
度
上
は
、
公

共
施
設
へ
の
Ｎ
Ｒ
導
入
に
対
し
て
は
、
行

政
以
外
は
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ら
れ
な
い
。

こ
の
た
め
、
住
民
が
Ｎ
Ｒ
導
入
に
関
し
て

合
意
形
成
に
関
わ
れ
る
手
段
は
な
い
。

　

し
か
し
Ｎ
Ｒ
に
よ
る
愛
称
は
、
ほ
ぼ
正

式
名
称
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

税
金
を
基
に
し
て
建
設
さ
れ
る
公
共
施
設

の
名
称
で
あ
る
た
め
、
住
民
も
含
め
た
合

意
形
成
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ

り
、
住
民
や
施
設
利
用
者
か
ら
の
反
発
を

軽
減
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
新
名
称
が
定

着
す
る
手
助
け
に
も
な
る
。
こ
の
こ
と

は
、
Ｎ
Ｒ
の
価
値
上
昇
に
も
つ
な
が
り
、

よ
り
持
続
的
な
契
約
に
寄
与
で
き
よ
う
。

　

公
共
施
設
へ
の
Ｎ
Ｒ
導
入
に
関
わ
る
合

意
形
成
の
あ
り
方
は
、
京
都
市
会
基
本
条

例
に
お
け
る
Ｎ
Ｒ
導
入
に
関
わ
る
議
決

事
件
化
が
非
常
に
参
考
に
な
る
（
畠
山

２
０
１
７
）。
こ
れ
ら
も
参
考
に
し
つ
つ
、

Ｎ
Ｒ
が
各
自
治
体
の
有
効
な
収
入
源
と
な

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

最
後
に
、
筆
者
は
公
共
施
設
へ
の
Ｎ
Ｒ

導
入
を
否
定
す
る
立
場
で
は
な
い
。
行

政
、
企
業
・
団
体
等
、
住
民
の
良
好
な
合

意
形
成
の
中
で
、
自
治
体
が
持
続
的
に
運

営
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
る
。

〔
注
〕

１　

�

三
重
県
農
林
水
産
部
み
ど
り
共
生
推

進
課
み
ど
り
推
進
班
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
　

�https://w
w
w
.pref.m

ie.lg.jp/
T
O
PICS/m

0026100160.htm

２　

前
掲
注
１
。

３　

�

一
部
税
込
・
税
別
が
不
明
な
も
の
が

あ
る
。
ま
た
、金
額
自
体
が
不
明（
未

公
開
）
の
も
の
も
あ
る
。
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